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内部質保証における IR導入とデータウェアハウス
〜実践的な取り組みの視点から〜
江 原 昭 博（高等教育推進センター）
永 井 良 二（教務機構事務部）
要 旨
大衆化、国際化が進む高等教育における質保証の重要性が増している。そうした

























































トに関する総合的調査研究」プロジェクト 2010、第17回 CCA編集委員会 2013、新学生調査に
関するワーキンググループ 2015）。さらに大規模な卒業生調査を三度実施し（総研卒業生調査委
























































•「Q．大学の満足度は？ ．満足 ．普通 ．不満」


























































































































方との違いと捉えることができる。この分野の第一人者であるW. H. Inmon によるデータウェア
ハウスの定義を短くまとめるならば、統合化されたサブジェクト志向であり時系列で恒常的
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